
三
密
思
想

に

つ
い
て

(
大

塚
)

三

密

思

想

に

つ

い

て

大

塚

伸

夫

身
語
意

の
三
密
は
真
言
密
教
に
お
け
る
成
仏
論
上
、
重
要
な
概
念

の

一
つ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
真
言
密
教

の
行
法
が
三

密
を
基
盤
と
し
た
喩
伽
相
応
行
で
あ
り
、
即
身
成
仏
を
主
張
す
る
根
拠

と
も
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
是

の
如
く
真
言

密
教
に
お

い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
三
密
思
想
の
考
察
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
、
そ

の

一
段
階
と
し
て

『
大
日
経
』
を
基
礎
資
料
に
置

い
た
三
密
思
想
の
意
義
に

つ
い
て
論
述
し
た
い
。

 
ま
ず
初

め
に
、
本
経
に
お
け
る
三
密
を
私
見
で
は
あ
る
が
三

つ
の
立

場
よ
り
捉
え
、

こ
れ
等
を
基
本
概
念
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
尋
求
す
る

事
に
す
る
。
第

一
は
、
本
経
住
心
品
に
お
い
て
如
来
の
立
場
か
ら
捉
え

(1
)

る
三
密
で
あ
る
。
所
謂
、

こ
れ
は
本
経
の
教
主
で
あ
る
大
日
如
来
が

一

切
衆
生
を
済
度
せ
ん
と
す
る
大
悲
の
発
動
か
ら
神
変
加
持
し
、
自
ら
の

身
語
意
活
動
態
を
示
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
経
で
は
こ
れ
を

「三
無
尽
荘
厳
蔵
」
と
説
き
、
身
語
意
平
等
性
の
も
の
と
明
か
し
て
い

る
。

つ
ま
り
、
第

一
の
立
場
は
如
来
三
密
の
示
現

と
捉
え

る

の
で
あ

(2
)

る
。
第
二
は
、
具
縁
品
以
下
所
説
の
行
の
立
場
に
お
い
て
捉
え
る
三
密

で
あ
る
。
こ
れ
は
真
言
法
門
に
よ
っ
て
行
ず
る
者
が
曼
茶
羅
の
諸
尊
を

本
尊
と
し
、
手
に
印
契
を
結
び
、
口
に
真
言
を
唱
諦
し
、
心
三
摩
地
に

往
し
て
本
尊
と
喩
伽
相
応
す
る
と
い
っ
た
、
真
言
行
を
具
体
的
に
修
習

す
る
行
為
も
三
密

の
概
念
に
入

つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
第
二
の
立
場
は
衆
生
の
三
密
行
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
第
三

は
、
第

一
の
如
来
三
密
の
示
現
と
、
第
二
の
衆
生
が
行
ず
る
三
密
行
と

(
3
)

の
係
わ
り
の
中
で
捉
え
る
三
密
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
悉
地
出
現
品
、

(
4
)
 

(5
)

説
本
尊
三
昧
品
、
説
無
相
三
昧
品
等
所
説
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
第

一
の
立
場
の
如
来
三
密
が

一
切
衆
生
を
済
度
す
る
目
的
で
、
如

来
大
悲
か
ら
神
変
加
持
し
て
示
現
さ
れ
た
活
動
相
の
も
の
と
い
え
る
か

ら
、

そ
の
活
動
相
が
衆
生
辺
へ
及
び
、
か

つ
衆

生
に
と
つ
て
認
識
可
能

な
形
態

へ
と
象
徴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
象
徴
化
さ
れ
た
も
の

が
第
二
の
立
場
の
三
密
行
に
組
織
さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。
換
言

せ

ば
、
如
来
が
無
量
な
る
加
持
身
を
示
現
し
、
そ

の
身
に
如
来
三
密
を
象

徴
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
若
し
仮
り
に
、
如
来
の
三
密
活
動
が
衆

生
に
認
識
さ
れ
な
い
無
相
の
状
態
で
、
認
識
可
能
な
状
態

へ
と
象
徴

・
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転
換
さ
れ
な
い
場
合
、

こ
の
活
動
は
秘
密
境
界
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
我

々
衆
生
は
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
喩
伽
相
応
を
目
的
と
し
た
行

法
も
成
立
し
得
な
く
な

る
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
、
如
来
三
密

は
理
論

上
、
衆
生
に
認
識
さ
れ
る
状
態

へ
と
象
徴
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
状
態

へ
と
象
徴
化
さ
れ
た
も
の
が

「
三
無

尽
荘
厳
蔵
」
を
標
示
す
る
曼
茶
羅
で
あ
り
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
が
如

来
の
加
持
身
11

一
切
諸
仏
諸
尊
で
、
そ
れ
等
諸
尊
に
如
来
三
密
を
具
体

的
に
身
密

=
印
契
、
語
密
=
真
言
、
意
密
=
本
尊
三
摩
地
と
し
て
標
示

せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
標
示
さ
れ
た
三
密
が
今
度
は

真
言
行
法

に
組
織
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
三
の
立
場
は
如

来
三
密
と
衆
生
三
密
行
と
.
 
の
接
点
で
あ

っ
て
、
三
密
を
無
相
。
有
相
の

両
相
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

 
以
上
が

こ
れ
よ
り
三
密
の
意
義
に
つ
い
て
論
述
を
進
め
る
基
本
概
念

の
三
点
と
な
る
が
、

い
ず
れ
の
立
場

の
三
密
も
結
局
、
空
性
の
理
念
に

立
脚
し
た
平
等
性
の
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
本
経
が

『
大

(6
)

毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
と
い
わ
れ
、
経
題
名
に
加
持
 (s
:
 
adh
i-

s
t
h
an
a
,
 
T
:
 byin
 
gy
i
s
 
r
l
o
b
 

p
a)
 の
語
が
あ
る
如
く
、

三
密
は
加
持

の

概
念
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
こ
れ
等

の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
善
無
畏

・
ブ

ッ
タ
グ
フ
ヤ
両

注
釈
者
の
解
釈
を
み
る
と
、
善
無
畏
は

 
為
饒
益
此
初
入
法
門
実
行
諸
菩
薩
故
。
如
来
加
持
。
奮
迅
示
現
大
神
通
力

 
也
…
…
宣
説

一
切
智
門
。
故
先
奮
迅
示
現
無
尽
荘
厳
蔵
。
所
謂
荘
厳
者
。
謂

 

従

一
平
等
身
。
普
現

一
切
威
儀
。
如
是
威
儀
。
無
非
密
印
。
従

一
平
等
語
。

 

普
現

一
切
音
声
。
如
是
音
声
。
無
非
真
言
。
従

一
平
等
心
。
普
現

一
切
本

 

尊
。
如
是
本
尊
。
無
非
三
昧
然
此
一
一
三
業
差
別
之
相
。
皆
無
辺
際
不
可
度

量
。
故
名
無
尽
荘
厳
也
。
…
…
如
是
毘
盧
遮
那
。
普
於
十
方

一
切
世
界
。

一

(
7
)

一
皆
現
仏
加
持
身
。

と
説
い
て
い
る
。

こ
の
引
文
は
、
前
半
に
大

日
如
来
が
三
密
無
尽
荘

厳
蔵
を
神
変
加
持
し
て
示
現
す
る
と
し
、
後
半

で
は
こ
の
荘
厳
蔵
を
示

現
す
る
こ
と
は
如
来
が
無
量
な
加
持
身
、

つ
ま
り

一
切
諸
仏
諸
尊
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
明
か
し
て
、
そ
れ
等
諸
尊
に
如
来
平
等

の
三

密
を
印
契
、
真
言
、
三
昧
と
し
て
象
徴
せ
し
め
て
い
る
と
説
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
更
に
、
善
無
畏
は
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。

 

今
此
真
言
門
菩
薩
。
若
能
不
脇
法
則
方
便
修
行
。
乃
至
於
此
生
中
逮
見
無
尽

(
8
)

荘
厳
加
持
境
界
。

こ
の
引
文
は
、
真
言
門
に
お
い
て
行
ず
る
者
が
前
の
引
文
よ
り
見
た
象

徴
化
さ
れ
、
行
法
に
組
織
化
さ
れ
た
印
契
、
真
言
、
三
昧
を
以
て
、
本

尊
を
対
象
と
す
る
三
密
喩
伽
行
を
如
法
に
修
習
す
れ
ば
、
如
来
が
示
現

し
た
三
密
無
尽
荘
厳
な
る
加
持
世
界

へ
住
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
明
か

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
善
無
畏
の
二
引
文
よ
り
窺
え
る
の
は
、

三
密
が
如
来
の
加
持
と
い
う
働
き
を
侯

っ
て
初
め
て
成
立
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
抜
き
で
は
考
え
ら
れ
な

い
概
念

で
あ

る
と

い
え

る
。
ま
た
、
三
密
が
加
持

の
働
き
と
相
侯

っ
て
展
開
さ
れ
る
か
ら
、
如

来
が

一
切
諸
仏
諸
尊
と
い
う
無
量
な
加
持
身
の
総
合
体
で
あ
る
三
無
尽

三
密
思
想

に

つ
い
て

(
大

塚
)
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三
密
思
想
に
つ
い
て

(大

塚
)

荘
厳
の
相
を
現
わ
し
、
衆
生
を
そ
の
世
界

へ
と
導
く
方
便
が
三
密
喩
伽

の
行
法
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
、

ブ
ッ
タ
グ
フ
ヤ
の
解
釈
よ
り
み
る
と
、

 
と
説

い
て
お
り
、
大
日
如
来
が
示
現
し
た
三
密
無
尽
荘
厳
は
衆
生
の

認
識
可
能

な
境
界
で
は
な
い
と
し
、
衆
生
を
済
度
す
る
た
め
に
曼
茶
羅

の
門
と
真
言

・
印
契

の
門
か
ら
加
持
し
て
、
衆
生
を
こ
の
三
無
尽
荘
厳

な
る
加
持
世
界
の
境
界

へ
と
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
引
文
に
よ
っ
て
も
同
様
に
、
三
密
に
は
神
変

加
持
の
概
念
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
頷

け
よ
う
。
そ
し

て
、
衆
生
を
導
く
方
便
と
し
て
三
密
喩
伽
行

の
法
門
が
説
か
れ
た
と
い

う
趣
意
も
同
時
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
で
は
是
の
如
く
に
お
い
て
、
『大
日
経
』

の
三
密
思
想
を
眺
め

れ
ば
、
本
経
の
住
心
品
で
は
如
来
加
持
の
作
用
に
よ

っ
て
三
密
が
無
尽

荘
厳
の
相
と
示
現
さ
れ
る
次
第
が
体
系
的
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

対
し
住
心
品
よ
り
後
の
具
縁
品
以
降
で
は
、
先
に
示
現
さ
れ
た
三
密
が

今
度
は
形
あ
る
有
相
の
も
の
に
標
示
さ
れ
て
、
真
言
喩
伽
行
の
次
第
中

に
摂
取
せ
ら
れ
、
密
教
独
特
な
行
法
が
詳
説
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

即
ち
、
三
密
に
は
是
の
様
に
大
日
如
来
自
証
の
境
界
を
説
示
す
る
た
め

現
わ
さ
れ
る
如
来
自
ら
の
活
動
を
指
す
意
味
と
、
衆
生
を
悟
ら
し
め
る

目
的
で
組
織
さ
れ
る
実
践
手
段
を
指
す
意
味
と
が
あ
る
。
換
言
せ
ば
、

如
来
の
悟
り
の
世
界
か
ら
衆
生
辺
へ
、
か

つ
衆
生
辺
か
ら
悟
り
の
世
界

へ
と
至
る
上
下
の
過
程
が
三
密
と
い
う

一
つ
の
概
念
に
意
義
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
結
局

『
大
日
経
』

は
衆
生
開
悟
の
方
便
と
し
て
独
自
の
行
法
を
開
示
せ
ん
が
た
め
、

こ
の

よ
う
な
意
義
を
内
在
せ
し
め
る
三
密
を
説
き
、
そ

の
修
道
の
目
的
を
明

か
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

 

1
 
『
正
蔵
』
十
八
巻
、

一
上
。

2
 
『大
日
経
』
所
説
の
主
な
行
に
は
灌

 

頂
、
五
字
厳
身
観
、
四
支
念
諦
、
種
三
尊
観
等
が
あ
る
。 

3
 
『
正
蔵
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十
八
巻
、
十
九
中
。

4
同
、
四
四
上
。

5

同
、
四
四
中
。

6

「加

 

持
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い
て
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田
山
仏
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究
所
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二
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s
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持
)
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文
献
学
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照
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参
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7
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正
蔵
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九

巻
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八
三
中
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下
。

8
 
同
、
五
八
四
上
。

9
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京
版

『西
蔵
大
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V
o
l
.
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o
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院
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